
























け入れられるまでには非常に長い年月を要した。アメリカでは 1964 年「公民権法」the Civil Rights
Act1）が制定され、社会、企業及び政府は人種、宗教、性、出身国による差別を禁止したが、障害者
はその対象に含まれていなかった。




1973 年に制定された「リハビリテーション法」the Rehabilitation Act of 19733）は、障害を持つ人々
に公民権（アメリカ人としての基本的な権利）civil rights を拡大した点において画期的な法律となっ






act to establish a clear and comprehensive prohibition on the basis of disability”4）という長い正式名称
を持つ「障害を持つアメリカ人法」Americans with Disabilities Act（ADA）5）が制定された。1章 有
資格の障害者に対する雇用差別の禁止、2 章 公共施設のアクセス権の保障、3 章 輸送機関のアク
セス権の保障、4 章では言語及び聴覚障害者に対するアクセス権の保障が明文化されたが、初めて民
間事業所においても障害者差別が禁止された点が大きな特徴である。2008 年に改正された。
1997 年 1 月 17 日アメリカ合衆国司法省と Walt Disney Co．は、ADA に基づき、ウォルト・ディ
ズニー・ワールドのアトラクションで、ろう者及び難聴者に対するサービスを保障するという協定書
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the Agreement between the USA and Walt Disney World Co. under ADA（Disney Agreement）に
署名した。当時の Los Angeles Times によると「ディズニーランドは長い間、聴覚障害者のニーズ
に対して最もセンシティブなテーマパーク」“Disneyland has long been considered the local theme
park most sensitive to the needs of the hearing impaired”6）であったが、それでも「ろう者が悔しい
思いをする」“can be a frustrating experience for deaf patrons”7）場所であった。この協定により、
聴覚障害者に対する情報保障が遊園地の娯楽にまで及んだ。Walt Disney Co．は業界の「巨人」“the
entertainment giant”8）であったので、この協定が他のテーマパークへの圧力にもなると予想された。





2006 年 12 月 13 日、第 61 回国連総会において障害者権利条約 Convention on the Rights of Persons











ウォルト・ディズニー・ワールド・リゾート オーランド（以下 WDW）の面積は、約 122km2 で
あり、山手線の内面積の約 1.5 倍で、ニューヨークのマンハッタンより広いとされている。東京ディ
ズニーランドと東京ディズニーシーを合わせても約 1km2 であることを考えると、いかに大きなパー
クであるかがわかる。1971 年 10 月 1 日に開園した。マジック・キングダム、ディズニー・アニマル・
キングダム、ディズニー・ハリウッド・スタジオ、エプコットという 4 つのテーマパークの他、2 つ
のウォーターパーク、20 以上のホテルが建っている。Themed Entertainment Association によると
2014 年の入場者数は 5,012 万人14）である。この広大な敷地のどこでも無料の Wi-Fi を使うことができ













携帯型字幕表示システム（装置） Hand Held Caption Device
キャプション（字幕） Video Captioning












を記入すると携帯型字幕表示システム（装置） Hand Held Caption Device（HHCD）と聴覚補助器
具（ヘッドセット） Assistive Listening をレンタルすることができる。このヘッドセットは難聴者
の聞こえを補助するものであり、また視覚障害者に対しては音声の情報を保障するためにも使われる





（3）．パーク内での情報保障の問題点：マジック・キングダムの Star Tours -The Adventure
Continuesというアトラクションでは携帯型字幕表示システム Hand Held Caption Deviceが用意され
ている。宇宙空間を飛行体験するというアトラクションで、かなり揺れるので、うつむいた状態で字
幕を読みながら乗ると車酔いするだろう。車酔いしやすい人たちのために他の方法はないのだろうか。
ディズニー・ハリウッド・スタジオの Toy Story Midway Manual というアトラクションにはキャプ
平安女学院大学研究年報 第 15 号 2014
－ 3－
ション（字幕） Video Captioning が用意されているが、実際の音声と字幕とがかなりずれた。また、
これはシューティングゲームなのでキャプション（字幕）を見ているとゲームができない。もっと別
の方法や装置を使うなどしてこの状態を改良することができないのだろうか。2008 年に ADA が改







された時、「障害のせいでディズニーの魔法から切り離されてきた」“disability cuts them off from
much of the Disney magic”15）障害者達が大きな期待を持ったのはぬか喜びだったのか。ディズニー・
ハリウッド・スタジオの Indiana Jones Epic Stunt Spectacular ! は携帯型字幕表示システム Hand
Held Caption Device のサポートもあるとガイドブックに書かれていたが、表示された英文の量は非




クで週に 2 日間、1 日 1 回、特定のアトラクションに手話通訳が付く。エプコットで手話通訳がつく
のは週に 1 日のみだ。毎日違うパークで手話通訳がつく。例えば 1 月 19 日はディズニー・ハリウッ
ド・スタジオ、1 月 20 日はマジックキングダム・パーク、1 月 21 日はディズニー・アニマル・キン
グダム、1 月 22 日はまたディズニー・ハリウッド・スタジオ、1 月 23 日はまたマジックキングダム、








WDW 4 つのパーク 東京 DS DL
アトラクション数 139 67
Hand Held Caption Device 26（18.7％） 7（10.4％）
Assistive Listening 37 0
Reflective Captioning 12 0






ここに見られるように WDW は東京の約 2 倍の数のアトラクションがある。アトラクションのス
トーリー、ナレーションの一部などを紹介したストーリーペーパーは、全てのアトラクションに用意
されている。携帯型字幕表示システム Hand Held Caption Device が用意されている割合は WDW
18.7％に対して東京は10.4％にすぎない。手話通訳 Sign Language、ストーリーペーパー Written
Aid、聴覚補助器具 Assistive Listening、キャプション（字幕） Video Captioning、反射型ディス
プレイ－－字幕 Reflective Captioningは、東京では皆無である。一番下の欄のストーリーペーパー以外









“reasonable accommodation”をするという考え方の影響を受けたものだ。アメリカでは 1973 年の












るのである。一方、アメリカは Rehabilitation Act も ADA も公民権法であり、障壁をなくすことは
福祉ではなく、障害者の基本的権利として捉えている。
6 ．アメリカの障害者対策の特徴









マサチューセッツ沖、メイフラワー号の船上でメイフラワー盟約 The Mayflower Compact に署名し
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たが、その内容は「社会の市民が自由に参加し、法律を作って、自治を行うことに同意する」“the





侵の権利を与えられている」“all men are created equal, that they are endowed by their Creator with





ての人権、平等を求めている。平等のチャンスを求めているのだ。Oxford の辞書で福祉 welfare を




























1） The Civil Rights Act of 1964 (Pub.L. 88－352, 78 Stat. 241)
2） The Architectural Barriers Act of 1968 (“ABA”, Pub.L. 90－480, 82 Stat. 718, enacted August 12, 1968, codified
at 42 U.S.C. § 4151 et seq.)
3） The Rehabilitation Act of 1973 (Pub.L. 93－112, 87 Stat. 355)












16）Ravitch, Diane, The American Reader , Harper Perennial, 1990, p.3
17） 7th edition Oxford Advanced Learner’s Dictionary
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The Accessibility for the Hearing Impaired People at
Theme Parks :
Walt Disney World Resort
KUROI, Iku
The Department of Justice and Walt Disney Co. signed an agreement under the Americans with
Disabilities Act in 1997 to ensure services to the hearing impaired people at Walt Disney World
attractions.
Disney World is famous for its hospitality, but are they really hospitable to the hearing impaired
patrons? I went to the Walt Disney World Resort, Orlando, Florida in January 2014 to see how strictly
the articles or ideas of the Americans with Disabilities Act are being complied with, and how
scrupulously the Agreement between the U.S.Government and Walt Disney World Co. under ADA is
being observed.
I also compared the Disney’s theme parks in Japan and the USA to find out the differences
between the services they offer, where I found substantial differences.
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